
反射される水面の熱（イメージ） 偏光フィルタを採用した赤外線カメラの見え方の違い

概　要
　赤外線を用いてコンクリート構造物の損傷部を高精度で検
出する同社の「Ｊシステム」において、偏光フィルタにより
反射光を除去することで日中の調査を可能にした技術。損傷
箇所（浮き・剥離）抽出の的中率も向上するため、高速道路
の構造物点検の大幅な効率化に寄与する。

偏光フィルタによる反射光の除去原理
　偏光フィルタは、下図のように細かなグリッド（縦筋）に
よって特定の方向に進む光以外を遮断することができる。こ
れを赤外線カメラに応用することにより、構造物表面の熱反
射だけをカットし、構造物本体の熱画像だけを捉えることが
できる。さらに、同社がこれまで蓄積してきた画像処理、統
計的処理を施し、高精度な熱画像を得ることに成功した。

開発の背景および特長
　同社が管理する高速道路は供用年数が経過し、厳しい環境
条件下で橋梁などの劣化が顕在化していたことから、点検効
率化のため、赤外線カメラを用いて効率的かつ的確にコンク
リートの損傷を抽出する「Ｊシステム」が開発された。
　しかしながら、日中は構造物のコンクリート表面が地表面
などからの熱を反射し、その熱が赤外線カメラの撮影画像に
映り込み損傷部の検出を困難にするため、Ｊシステムの使用
は夜間に限定されていた。
　偏光フィルタにより昼間の熱反射を除去するため、昼夜問
わず赤外線調査が可能となり、構造物点検の大幅な効率化を
実現。調査では1.2倍、解析では2.0倍の効率化を図ることが
でき、さらに日中の的中率も従来の24％から46％に向上して
いる。また、夜間調査の精度も向上するという特長がある。

構造物調査
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偏光フィルタによる反射光の除去イメージ

【偏光フィルタ未使用】反射光によ
り水中がよく見えない

【偏光フィルタ使用】反射光が除去
され水中の様子が鮮明に

Jソフトによる解析 打音後の写真

今後の展開
　「Jシステム Evolution」は今後も構造物点検のDX化を推進
し、変状の自動判定（蓄積データからAIが変状を判定し、技
術者の抽出・判定を支援）、調査予報システム（調査可能日推
定モデルでAI判定を行い、最適な調査工程を自動作成）な
どの技術の提供を目指している。
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概　要
　地質調査におけるヤグラ上での作業は、悪天候などで危険
度が増すことは明らかであり、ひと昔前まではパイプに直接
乗って作業することは当たり前とされていた時期もあったが
近年安全対策の徹底が強く求められている。
　製作コストを意識するあまり、自作しても不安全な作業床
が見受けられる中、同社の安全デッキは労働安全衛生規則第
563条（作業床）の基準に基づき製作されており、オプショ
ンで幅木も取り付けられる。

特　長
１．同社従来品よりも4.2㎏軽量化を図り、幅木（オプション）
を着脱式にした。幅木なし標準仕様のステージ質量は9.4
㎏。
２．フレームの高さ92㎝、桟の高さ46㎝、ステージの作業空
間は44㎝×50㎝を確保している。
３．ステージはエキスパンドメタルで滑りにくく、幅木（オ
プション）を取り付けることにより部品等の落下も防止で
きる。
４．組立時間は２人で２分半、スパナだけでヤグラへの取り
付けが可能。
５．フレームの差し替えで、左右・後方のどこからでもデッ
キに入ることができ、昇降用はしごの取付はいずれの位置
にも対応できる。

組立・運搬がカンタン

地質調査

地質調査用安全デッキ
FSD-2
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31-2620）、東北支店（仙台市、TEL.022-236-5101）
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●YouTubeにて組立動画を公開中

下記のQRコードより
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